
北穂高岳～奥穂高岳～前穂高岳 

期 日：２０１４年７月２７日（日）夜～３０日（水）  概ね晴れ   

コース：【２７日】新宿２２:３０～(バス)～、【２８日】上高地５:１８/３７→横尾８:０４/１４→本

谷橋９:１８/２８～涸沢小屋１１：３５、【２９日】涸沢小屋５：３０→北穂高岳８:４６/

００→最低コル１０：５１/５５→涸沢岳１２:０７/４０→穂高岳山荘１３：０４、【３０日】

穂高岳山荘５：３０→奥穂高岳６:２３/４３→前穂・紀美子平８：４１/５５→岳沢ヒュッ

テ１１：３５/０５→上高地１４：２５/１５：１５～(バス・電車)～八王子１９：３４ 

参加者：Hi 

 

7月28日 上高地～横尾～涸沢小屋 

 

 

      早朝の上高地                   明神岳         

    奥穂が見えてきた               ヒュッテ下の雪渓を行く 

 

 

 

 

 

 

 

小屋はもうすぐ 



                            

涸沢キャンプ場から奥穂、涸沢岳          奥穂・前穂の吊尾根と涸沢雪渓                          

 

 

 

        涸沢小屋 

 

    北穂南陵と涸沢小屋 

 

7月2９日 涸沢小屋～北穂高岳～涸沢岳～穂高岳山荘 

 

 

早朝の涸沢小屋前                 高度を上げる 

 



                             

北穂分岐 

      北穂南陵の急な登り 

 

     

北穂山頂から槍、南岳                 滝谷の岩壁 

 

           

奥穂 /  右は北穂南峰            前穂、北尾根の峰  々 / 縦走路へ 

  



 

 

  

 縦走路から槍 / 右は北穂              北穂からの下り 

                                

 

   正面に涸沢岳、左に奥穂            ほぼ中間地点の最低コル 

 

   



降り返ると北穂からの下り                         涸沢岳への最後の登り 

  
涸沢岳山頂から槍、前穂          奥穂、ジャンダルム、穂高岳山荘 

 

         

穂高岳山荘                               涸沢と北尾根、屏風ノ頭 

 

３０日 穂高岳山荘～奥穂高岳～紀美子平～岳沢～上高地 

 

                                         

夜明けの屏風ノ頭 / 左奥は常念           山荘横の岩場から登る 



（前夜予報は曇又は霧だったが晴れ、午後崩れ予報） 

 

 

奥穂山頂への道                山頂から涸沢岳、槍、前穂 

 

                        

ジャンダルム                前穂、北尾根 

 

 

笠ヶ岳、黒部五郎                 焼岳、乗鞍岳 / 吊尾根へ 



 

 

南稜ノ頭から奥穂を振り返る             吊尾根を前穂に向かう 

 

 

紀美子平から吊尾根を振り返る        紀美子平から前穂山頂往復路 （今回省略）  

 

 

岳沢に下りる              上高地から穂高連峰 / 上部は雲の中 

 


